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   開     議 

 

 

○浅野敏明議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、１番、鈴木

一則議員の１名であります。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております変更後の議

事日程第３号をもって進めます。 

 なお、この日程につきましては、先ほど開催

されました議会運営委員会にお諮りし、内定を

見ておりますので、ご了承を願います。 

 

 

 日程第１ 議会案第１号 ロシア軍 

 によるウクライナへの侵略を非難す 

 る決議 

 

 

○浅野敏明議長 それでは、日程第１、議会案第

１号 ロシア軍によるウクライナへの侵略を非

難する決議の１件を議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 議席番号７番、内谷邦彦議員。 

  （７番内谷邦彦議員登壇） 

○７番 内谷邦彦議員 議会案第１号 ロシア軍

によるウクライナへの侵略を非難する決議につ

いて申し上げます。 

 本案は、ロシア軍からの武力によるウクライ

ナへの侵略に対し、長井市議会として厳重に抗

議、非難するとともに、ロシア軍のウクライナ

からの完全撤退と国際社会の速やかな平和の実

現を強く求めることを決議すべく提案するもの

であります。よろしくご賛同くださいますよう

お願い申し上げます。 

○浅野敏明議長 提案者の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。ご質疑ございませ

んか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、議会案第１号について、討論を行

います。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議会案第１号は、原案のとおり決するにご異

議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、議会案第１号は、原案のとおり決定

いたしました。 

 

 

 日程第２ 市政一般に関する質問 

 

 

○浅野敏明議長 次に、日程第２、市政一般に関

する質問を４日に引き続き行います。 

 なお、今泉春江議員から資料の配付について

申出があり、会議規則第150条の規定により許

可いたしましたので、ご報告いたします。 

 初めに、政党代表質問を４日に引き続き行い

ます。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 今泉春江議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 順位６番、議席番号14番、今泉

春江議員。 
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  （14番今泉春江議員登壇） 

○１４番 今泉春江議員 おはようございます。

日本共産党の今泉春江でございます。質問の前

に一言申し上げます。 

 ただいま長井市議会でロシアのウクライナ侵

略への抗議の決議が全会一致で採択されました。

私も２月27日、西置賜革新懇議会の緊急スタン

ディングに立ち、ロシアは直ちに侵略をやめ、

国連憲章を守れと訴えました。重大なのは、ロ

シアが２度の世界大戦の教訓である主権の尊重、

領土の保全、武力行使の禁止を義務づけた国連

憲章を公然と破り、ルールなき世界にしようと

していることです。これを止める道は、軍事対

軍事ではなく、全世界が一致して国連憲章を守

れの声と行動でロシアを包囲することだと思い

ます。そのため、日本共産党は全力を挙げる決

意を述べ、共に進まれるよう、心から呼びかけ

る次第であります。 

 それでは、質問に入ります。日本共産党を代

表し、質問いたします。３月の予算議会は住民

要求の実現に向け、質問します。大きく３つの

質問です。 

 １、まず、高齢者の補聴器購入費助成への取

組について、提案と要望をします。この提案は

何度かしておりますが、今回も実施を求めます。 

 全国では自治体の高齢者の補聴器購入費助成

が広がっています。全国50ほどの自治体が実施

しています。昨年は15以上の自治体で実施に踏

み切っており、増え方には勢いがあります。そ

こで、全国の先進的な取組事例を紹介します。 

 最初に、東京都港区の購入費助成制度です。

港区では、所得制限なしで上限13万7,000円を

助成します。そして、よく聞こえるように、補

聴器調整システムなども盛り込んでいます。 

 また、兵庫県は2022年度予算案で、高齢者の

補聴器活用状況の調査の実施として、高齢者補

聴器購入費助成制度への導入事業を盛り込みま

した。兵庫県では県議会で公的な補助制度の創

設を求めた国への意見書も可決しており、その

制度提案の一助ともするため、そして、コロナ

禍で高齢者の社会参加活動が低下していること

を踏まえ、補聴器装用のニーズや社会参加活動

の状況などを把握することを事業目的としてい

ます。 

 この兵庫県の事業内容は上限２万円で補聴器

購入費用の補助をするものですが、その条件は、

65歳以上の方、聴覚障害による身体障害者手帳

の交付を受けていないこと、耳鼻科医師の診断

を受け、補聴器が必要との意見を受けた方、事

後アンケート、モニタリングに協力するなどの

要件を満たした人から抽せんで400人程度とな

っているものです。 

 この２つの先進的な事例をどう捉えているか、

まず、お伺いいたします。 

 次に、私は前回の質問で、補助事業をするた

め、高齢者の聞こえに関する状況や要望をまず

調査し、その実態を把握することが必要ではな

いかと提案しましたら、市長からは調査の必要

性について答弁をいただきました。 

 そこで、本市の調査はどうなりましたか、お

伺いします。 

 調査ということで、本市でも兵庫県のような

高齢者の補聴器購入費助成事業で、アンケート、

モニタリングを行ってはいかがですか。お考え

をお伺いします。 

 本市でもコロナ禍で高齢者の社会参加が低下

し、認知症などの心配が考えられます。高齢者

の補聴器購入費助成の実施を急ぐよう、強く求

めます。市長のお考えをお伺いします。 

 次に、ジェンダー平等の取組について、２点

質問します。私たち日本共産党は、ジェンダー

平等社会へ取り組む政治を政策の一つとしてお

ります。 

 まず、１つ目です。男女の賃金格差を正す問

題です。女性の平均賃金は男性の約半分、家計

でも仕事でも補助として扱われ、働く女性の過
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半数は非正規雇用です。経済的自立は、女性が

可能性を発揮し、自分らしく生きる上で不可欠

です。ジェンダー平等の土台と思います。 

 昨年、山形県労働組合総連合から最低賃金の

改善と中小企業支援の拡充を求める国への意見

書採択に関する請願が長井市議会に出され、全

会一致で意見書が可決され国へ提出されました。

その山形県労働組合総連合からは、県内の労働

相談についての報告がありました。特に女性の

相談は前々年10月から昨年９月までの１年で、

相談の52.7％が女性で、特にコロナ禍での相談

が増えていると報告されています。 

 また、ブラック企業アンケートへの回答集約

結果などでも相談件数が急増し、７月だけで20

件の回答が寄せられ、男女比は、2014年の調査

開始以来、初めて女性が男性を上回ったとあり

ます。コロナ禍は女性に対して、より深刻な影

響を与えていますが、ブラック企業アンケート

にもその影響が反映している可能性があると報

告されています。 

 さらに、女性は非正規雇用の比率が年々高ま

っておりましたが、2019年には18.4％に低下し

たものの、2020年の今回の調査では38.7％と、

20.3ポイント急増しました。ここでもコロナ禍

が非正規労働者に影響を及ぼしていることが考

えられるとしています。 

 手取りの月額は10万円以下というものもあり、

女性は10万円から15万円が一番多く、女性の賃

金は低く抑えられていることが伺えるとも報告

されています。 

 ほかにも、職場でのパワハラ、暴言、恫喝、

サービス残業など、様々な相談が寄せられてお

り、県内実例が紹介されています。その相談の

解決にも当たっていることも報告されています

が、雇用の平等はジェンダー平等にとって重要

な課題です。 

 このことは全国的な問題であり、国が本気で

改善に取り組まなければなりませんが、住民の

暮らしに大きく影響する雇用問題の現状などを

把握するため、積極的に実態の調査や問題の改

善などを自治体でも支援していかなければなら

ないと考えます。 

 そこで、市内企業の男女別賃金の公表や、非

正規社員から正社員への流れをつくる企業への

助成、女性が多いケア労働の給料アップ、非正

規の労働条件改善、均等待遇などの様々な情報

の提供など、改善に向けた積極的な取組は国と

ともに行っていくことが重要と考えます。今は

コロナ禍ということもありますので、そのこと

への対応も大変重要ですが、そのことも同時に

根本的な賃金格差改善、非正規雇用の正規化な

ど、暮らしに関わる重要な問題として、市は施

策の強化や問題の改善に向け、どのような取組

をお考えか、市長にお伺いいたします。 

 次に、２つ目、同じくジェンダー平等の視点

から、生理の貧困と言われる経済的困難や相談

相手、知識の不足などの問題を改善していくた

めに質問します。 

 この生理の貧困という質問は本議会でも出さ

れておりました。男性議員からの質問であり、

生理への理解が大きく前進したものと評価した

いと思います。その中で、学校での対応は、保

健室に用意しますとの答弁がありました。大変

よかったと思います。 

 今、全国の女性団体や共産党議員は、学校や

公共施設のトイレに生理用品を配置するように

要望するため活動しております。このたび私も

学校のトイレに生理用品を配置するよう求め、

質問します。 

 日本共産党中央委員会発行の「女性のひろ

ば」を見ますと、女性の生涯の生理の年齢は平

均12.2歳から平均50.5歳までと言われており、

生涯の月経回数は、昔の女性は約50回、現在の

女性は450回と言われ、昔の女性に比べ、初産

年齢が遅くなり、出産回数が減ったため、生涯

で起こる月経回数は大幅に増加したと言われて
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います。生理用品の生涯負担額は50万円以上、

また、経済的負担で、36％が生理用品の購入を

ためらったことがある、または購入できなかっ

たとのデータもあります。さらに、初潮を迎え

たときに相談相手がいなかった、知識が不足し

ていたなど、生理の貧困はこれまで公に語るこ

と自体がタブー視されてきた女性の性に関わる

健康と権利の尊重を求める動きとして、大きな

意義を持つものです。 

 今、経済的な理由でナプキンなどの生理用品

が買えない生理の貧困が社会問題化する中、全

国各地で生理用品を学校などのトイレに置く取

組が始まっています。県内でも女性団体の会や

議会などで、トイレに生理用品を配置するよう

にとの要望が出されています。世界では、イギ

リスやニュージーランドが公立の小中学校、高

校で無償配布を開始しています。日本でも全国

の小中学校、高校などで、トイレに生理用品を

配置した自治体が昨年度から大変多くなってい

ます。山形県では県立高校から設置を進める方

針が昨年12月に出されました。県内の小中学校

での配置も求められています。 

 皆様に配付しました写真は、神奈川県綾瀬市

の学校のトイレに置いてあるナプキンの箱です。

綾瀬市では昨年の６月から、小中学校のトイレ

に配置をしています。この箱を見てください。

「何か困っていることがあれば、先生に相談し

てね。一緒に考えましょう。」と書かれていま

す。こんな箱が置いてあったら、いいなと思い

ませんか。 

 同じく、神奈川県大和市では、昨年の４月か

ら小中学校で先行し実施しており、人口24万人

で生理用品２万4,900枚、年間約37万円の予算

が決まりました。長井市に換算すると、人口割

で約10分の１となりますので、2,490枚、予算

は年間３万7,000円となります。長井市でも小

中学校のトイレに生理用品を配置なさってくだ

さい。 

 このたび長井南・北中学校の大規模改修事業

で、トイレ洋式化等の改修工事が計画されまし

た。そこで、新しく改修されるトイレに生理用

品を設置するよう求めます。 

 シングルマザーで経済的に生理用品まで購入

する余裕がない。ひとり親世帯の父親に話して

も、理解してもらえないなど、声を上げにくい

児童生徒が安心して通学できるように、学校の

トイレに生理用品を設置してください。トイレ

にトイレレットペーパーがあるように、生理用

品も置いてください。教育長にお考えをお聞き

いたします。 

 最後に、法讃寺通りの消雪化の実施について

質問します。この問題は何回も取り上げ、直ち

に実施するよう求めてきました。市議会への請

願も採択されています。 

 今冬は例年より雪が多く、それだけ当地域住

民、通行者には困難がかぶさり、特に除雪車の

置いていく雪の処理の大変さに怒りの声が上が

っています。この通りは道幅が狭く、雪の捨場

がないので、現在の除雪車、ブルドーザーは雪

を道路脇に排雪するだけで、住民や車は家から

出られません。アパートなどもあり、多くの住

民はせっかく除雪機で道路の除雪をしても、雪

の捨場がないので、道路脇に置かれた雪を、ま

た道路に出しています。多くの住民が居住し、

狭く、雪の捨場がない、このような場所の除雪

は、当面雪を運んでいけるショベルカーでの除

雪を求めます。そして、今年の冬こそはぜひ消

雪化にするよう、改めて要請します。市長の答

弁を求めます。 

 以上３点について、壇上からの質問と提案を

行い、答弁を求めます。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。日本共産

党の今泉春江議員から大きく３点、合計６点の

ご質問、ご提言がございましたけれども、私の

ほうからは５点について答えを申し上げます。 
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 まず最初に、高齢者の補聴器購入費助成につ

いてでございますけれども、議員のほうからは、

全国自治体の補聴器購入費助成の状況とその捉

え方についてということでご質問がございまし

た。 

 全国の自治体の補聴器購入費助成状況につい

ては、担当課が調査したところ、全国で約

1,800の地方自治体があるわけでございますけ

れども、60ほどの市町村で実施が確認されてお

りまして、山形県では実施している自治体はご

ざいませんでした。全体的には所得制限を設け、

補助額で１件当たり２万円程度のところが最も

多いようでございます。 

 議員ご紹介の事例のうち東京都港区、こちら

は令和４年度から実施予定ということでござい

ますけれども、こちらにつきましては、厚生労

働省の補聴器利用の調査研究事業に区の担当課

長が参加し、その研究結果を基に、区の高齢者

の実態調査を踏まえて制度化したもののようで

ございます。港区の担当者によれば、認定補聴

器技能者などの専門的な助言、また、高齢者が

使いやすい機能を備えた補聴器の選定などが必

要で、単に金銭の補助だけでは、購入しても使

用しない、結果的には社会参加につながらない

などの弊害が見られるとのことでございました。 

 また、兵庫県の事業の目的でございますが、

報道資料によりますと、今泉議員からご紹介が

ありましたとおり、補聴器購入支援制度創設に

向けた、国への提案根拠として活用するという

ことが目的のようでございます。いずれにしま

しても、非常に参考となる先進地の取組であり、

長井市で検討する上で、今後の経緯を注視して

いきたいと考えております。 

 議員からございました長井市における調査に

ついてでございますが、今年度は致芳地区、西

根地区、平野地区、伊佐沢地区、豊田地区の調

査を行っております。令和４年度は中央地区を

対象に調査する予定でございます。こちらは地

域包括支援センターで毎年高齢者健康調査を実

施しておりまして、これまで調査した身体機能

や生活状況に加えまして、今年度から先ほどの

５地区におきまして、調査の内容に聴覚につい

ての質問項目を追加し、高齢者の皆様の実態や

課題、あわせて、長井市の傾向や対象者数など

を把握することといたしたところです。70歳と

75歳は全地区で行う一方、76歳から90歳の方に

つきましては、市全体を２つに分けまして２年

ごとの調査をしているため、聴覚に関する調査

を来年度、中央地区で行うことで、全市的な傾

向が把握できると考えております。 

 なお、今回行った聴覚に関する質問項目は、

主に大きく３点でございますが、まず、第１点

目が、耳が不自由と感じたり、耳が遠いと言わ

れたことがありますかということ、２点目は、

専門医を受診したことがありますかということ、

３点目は、補聴器を使用していますかというこ

となどでございました。 

 続きまして、議員のほうからご提言ありまし

た長井市の高齢者補聴器購入費助成についての

提案でございますけれども、今後につきまして

は、ただいま答弁しましたとおり、来年度の調

査を行いまして、まずは全市的な状況や課題を

把握させていただきたいと考えているところで

す。 

 また、事業実施につきましては、兵庫県の事

例にもあるとおり、この制度に対する国あるい

は県からの補助は現在ないため、全て長井市の

一般財源単独で行うことになりますので、これ

にはやはり制度設計も含めて、ある程度慎重な

判断が必要と捉えているところでございます。

今後は国や他の自治体の動向を注視したいと考

えております。 

 なお、聴覚に障害がある方につきましては、

高齢者の方でも障害者の制度で、これは以前に

もお話ししましたように、補聴器の支給が可能

でございますので、この場合は担当課である福
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祉あんしん課あるいは地域包括支援センター

等々にご相談いただきますようにお願いしたい

と思います。 

 なお、参考まででございますが、今年度、令

和３年度の調査結果でございます。調査人数が

1,214名の方にお願いしたわけですが、聴覚の

質問に返答があったのは1,121名の方でした。

まず、耳が不自由と感じたり、耳が遠いと言わ

れたことがあるという方が421名、37.6％、う

ち補聴器などの補助器具を使用してる方が111

人、26.4％、持っているが使用しないという方

が85人、20.2％、そして、持っているが使用し

ない理由ということで、これは雑音が入り聞こ

えにくいという方が19名で22.4％の方いらっし

ゃいました。持っているんですけども使用しな

い理由が、もう必要ないという方が54名、持っ

ている方の63.5％、その他が12名で10.6％とい

うことでございました。 

 一方で持っていないと答えられた方が225人、

53.4％でございまして、持っていない理由が、

複数回答あるということでございますが、必要

ないという方が177名、78.7％、経済的に困難

という方が17名、7.6％、また、買いに行けな

いという方が８名で 3.6％、その他 25名、

11.1％となってるようでございます。 

 続きまして、大きな質問、提言事項の２のジ

ェンダー平等についてでございます。私のほう

からは、男女の賃金格差の問題について、雇用

の平等への取組についてということでご質問い

ただきましたので、お答えを申し上げます。 

 初めに、ジェンダー平等につきましては、Ｓ

ＤＧｓで掲げる17の目標の一つであり、ジェン

ダーによる差別を解消し、性別に関わりなく、

個々の個性と能力を十分に発揮できる社会を実

現することが課題であると考えております。ま

た、ジェンダー平等を目指すことは、男性も女

性もそれぞれの個人が持つ人権を尊重し、誰に

とっても暮らしやすい社会がつながるものであ

り、本市としても積極的に取り組んでいく重要

な課題であると認識しております。 

 次に、雇用の平等でございますが、男性、女

性とも、高校や大学等々卒業され、就職、働き

始めるところは、まず最初はそのほとんど方が

正規雇用と認識しております。雇用の格差、賃

金格差はそれほどその時点ではないと考えてお

ります。ところが、女性の場合は結婚や出産、

育児といった機会で、一旦離職される方が多く

いらっしゃいます。離職せざるを得ないという

場合もあるとは思いますが、この離職された方

が再度就職される場合、パートタイムやアルバ

イトといった就業可能な時間帯を使った非正規

雇用でというのは実態としては多いと考えてお

ります。 

 その結果、女性の非正規雇用が男性と比べる

と多い結果となっております。非正規雇用とな

りますと、非正規雇用の賃金と比較すると低賃

金となりますので、総体的に女性の賃金水準も

低くなってしまう実態がございます。 

 総務省が行いました令和３年度の労働力調査

によりますと、女性の労働者は正規雇用者が増

えて、非正規雇用者が減少しているという現状

があるようでございます。 

 一方で、男性の労働者は正規雇用者、非正規

雇用者ともに減少しております。労働者全体数

で見れば、男性労働者が減少し、女性の正規雇

用労働者が増加しておりますので、男女の雇用

平等につきましては、徐々にではありますが、

格差が解消してきているものと考えられます。 

 本市では第二次男女共同参画基本計画を平成

26年３月に定めております。これはなお、令和

２年３月に一部改正しておりますが、「市民一

人ひとりが個性と能力を発揮できるまち」を目

指して、男女共同参画を推進しております。こ

の計画につきましては、令和５年度に見直しを

行うこととなっておりますので、見直しでは賃

金格差や雇用の平等なども課題とした整理が必
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要かと考えております。賃金格差の是正や雇用

の平等については、一朝一夕に実現するもので

はありませんが、本市としましても課題である

と考えておりますので、国、県の動きを把握し

ながら、足並みをそろえ取り組んでいかなけれ

ばならないと考えております。 

 なお、先ほど申し上げました総務省で行った

令和３年度の労働力調査でございますけれども、

正規雇用の男性が日本全体で2,343万人、対前

年比で２万人減少していると。女性が1,222万

人で、対前年度比で28万人増加しているという

ことでございます。一方で、非正規雇用の男性

ですが652万人、対前年度比で13万人の減、女

性が1,413万人、対前年度比で12万人の減とい

うことで、男性の労働者は正規雇用、非正規雇

用も減少してると、女性の労働者は、正規雇用

者が増えまして、非正規雇用が減少ということ

でありまして、男女の雇用平等につきましては、

徐々にではありますが、格差が解消してきてい

るものと考えられます。 

 なお、やっぱり議員おっしゃるとおり、賃金

格差というのは現に実態としてはあるわけでご

ざいますが、こちらは我々地方自治体のレベル

でこれはどうにもならないと。ですから、やっ

ぱり国、法律で、例えば出産するとき辞める必

要がないような、そしてまた、職場に復帰する

ときには、一旦辞めたとしても、きちっと再雇

用しなければならないという義務、こういった

ところはＥＵ諸国、とりわけヨーロッパでもフ

ランスとかオランダ、ドイツ等々、どんどん進

んでいるわけですよね、あと北欧もそうですけ

ども。こういった縛りがない限り、やはり女性

が安心して出産、子育ては女性だけじゃなくて

男性も一緒にするわけですから、これから人口

減少どんどん進んでいく中で、女性の皆様には

やっぱり働いていただいて、社会に参加してい

ただくと。その際は男女の賃金格差やら、ある

いは出産等々での障害があるということはあっ

てはならないことだと思いますので、この辺は

私どもも都市自治体として、全国市長会等々で

何回もそういったところは提言しておりますけ

れども、ぜひ日本共産党さんのほうでもその実

現に向けて努力していただきたいと思います。 

 続きまして、最後のご質問でございますが、

法讃寺通りの消雪化についてということで、ま

ず最初に、消雪化の見通しについてということ

なんですが、これは以前から、ちょうど今泉議

員のご自宅の前のところだということで、詳し

くその実態は何度も紹介していただいておりま

すが、まず基本的に、山形県内には豪雪地帯が

多いわけですけども、長井市のように消雪道路

を計画的にやってるところはほかにございませ

ん。これはやはり高齢化がどんどん進んで、必

要な道路については何とか、時間はかかるけれ

ども、消雪化を図っていかなければならないと

いう強い思いで客観的な判断と、それから、地

元の皆様のご要望などを基にやっております。 

 なお、今、長井市全体で20キロメートル近く

の消雪道路があるんですが、この工事が行われ

たのは昭和50年代がほとんどでありまして、当

時は今でいう、いわゆる道路等や河川等の社会

資本整備総合交付金事業に、以前は東北地方の

ような積雪寒冷地の特別枠があったんだそうで

す。ですから、５割補助の事業でどんどんでき

たんですね。ところが、今、その特別枠がなく

なったので、いわゆる道路とか河川改修等、消

雪等々の工事というのはその中でやんなきゃい

けないと。したがって、道路とか河川等々の必

要な工事に加え、消雪もしろって言われると、

もう枠がありませんので、ですから、議員のほ

うからは議会の請願も取ってるぞと、何回も言

ってるのに何だということを、私も重く受け止

めてはおりますが、実はこれは法讃寺通りの請

願以前にずっと前から要望がいろんなところか

ら出ておりまして、それは議会の請願あるとこ

ろもないところもございますけれども、ここは
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順次やっぱり計画的に進めておりますので、ま

ず冒頭に、その状況をご認識いただきたいと思

います。 

 令和３年度の長井市の道路除雪計画、これは

（２）の今後の除雪の問題点の改善に向けてと

いうことにもつながりますけれども、概要を説

明させていただきますが、本年度の除雪総延長

は351.7キロメートルございます。そのうちの

332.1キロメートルが機械除雪路線、いわゆる

ブルドーザー等々で行っている路線でございま

す。これは工区としては、委託工区が16工区、

あと、建設会社等がお持ちの重機をお借りして

るところが60工区、合計で76工区あるというこ

とですね。19.6キロメートルが消雪路線、これ

は44路線となっております。また、除雪路線以

外の地域生活道路につきましては、長井市生活

道路除排雪事業補助金により除雪支援、これ44

件でございますが、することで、冬期間の市民

生活に密着する交通空間を確保しているところ

でございます。ただいま申し上げた除雪路線以

外の地域生活道路というのは市道以外の、いわ

ゆる私道であったり、もともとその地区の昔で

いう里道っていいますかね、市道でないところ、

こういったところの除雪を周りの方でなさって

る場合は補助をさせていただくということでご

ざいます。 

 消雪道路整備については社会資本整備総合交

付金事業を活用し、近年では平山境町線、これ

は清水町の、保育園あるいは放課後デイサービ

ス事業所等々がある路線のところですね、この

事業を平成30年度に事業完了しております。着

工から完了まで５年ぐらいかかったと思います

が、現在は幸町中道線の事業、これは百間道路

から旧マルコン電子株式会社の十字路があるわ

けですが、そこから長井工業高校に行く道路が

どういうわけか消雪化されていなかったんです

ね。長井工業高校に行く生徒たちの通学路でも

ありますので、ここを今やらせていただいてお

りますが、これも非常に長い距離があるのと、

あと、そもそも水路がないところがあるんです

ね。それと、道路がどういうわけか真ん中が高

くて、道路改良もしなきゃいけない。ですから、

昭和の時代には結局しなかったんでしょうけど

も、そのように先送りされたのをやっぱりこれ

では大変だろうということで、随分地元からお

叱りもいただきましたけども、これはいろいろ

お願いして、今させていただいてるところです。 

 いずれの路線も交通量の多い主要な幹線道路

であり、その前は中道地区の小桜幼稚園のとこ

ろの路線などもさせていただきましたけれども、

近隣に保育園や教育施設等を有していることか

ら、公共性、危険性等を考慮し、整備を進めて

るところでございます。道路の消雪化について

は、高齢化の進展もあり、多くの地域から要望

いただいていますが、井戸工事を要する高額な

事業となるため、思うように進捗が図れず、事

業の長期化は否めない状況でございます。あわ

せて、初期投資や維持管理費が大きく、除雪事

業とは比べ物にならないために、そのぐらいお

金がかかるということですが、消雪化の要望、

事業要望についても、全てをやるということは

現実的ではなく、人口減少社会を見据えての、

これも費用対効果を十分に検討した上で、事業

化をする必要があると考えております。 

 また、その他の建設事業についても、各地区

や団体、事業所等から数多くの要望書を頂いて

おりますが、要望内容の多くが生活道路の修繕

や改修などであることから、公共性や危険性等

を考慮した上で、消雪道路の整備要望を含めて、

優先するべき事業を見定めていく必要がありま

す。 

 このようなことから、今泉議員から再三ご提

言いただいておりますが、市道花作平山線、い

わゆる法讃寺通りの消雪化の見通しについては、

他の消雪道路要望と同様に、早急な対応は難し

い状況でございます。これまでどおり丁寧な機
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械除雪を行うことにより、地域住民の皆様の冬

期間の居住環境の維持を図ってまいりたいと考

えております。 

 なお、整備要望があるところは、現在のとこ

ろ、お断りしているところ、これ無理だと、ち

ょっと難しいですとお断りもしています、それ

を除いても８路線ございまして、長井市で消雪

してるからここのところやってほしいと、やっ

ぱり地元の皆様としては消雪は非常に便利なも

のですから、いろんなところからそういう要望

がございます。ただし、その地域の人しか使わ

ない道路については、これは申し訳ないのです

が、ちょっと難しいと。ですから、交通量の多

くて、ほかの地域の方も通る、そういった道路

について優先度を高くさせてもらって進めてい

ることを申し上げながら、理解を求めていると

ころでございます。 

 最後に、この冬の除雪の問題点の改善に向け

た施策についてということでお答え申し上げま

す。 

 今年は想定を超える断続的な除雪に見舞われ

たため、例年以上に除雪作業が遅い、除雪作業

の際に自宅前に雪を置かれた、雪の固まりです

ね、そういった苦情、あるいは寒気が緩んだ後

の、いわゆるザケ取りっていいますか、そうい

った要望等たくさんいただきました。これは今

泉議員からもございましたとおりでございます。

そうした苦情、要望に迅速に対応するとともに、

令和元年度から導入しております除雪車の運行

管理システムを活用して除雪機械位置情報によ

り、今除雪作業中の重機がどこにいるのかなど

各除雪工区の作業状況を把握し、より効率的な

除雪作業の実施を努めているわけでございます

が、こういったことも駆使しながら、市民の皆

様の要望にしっかりと応えるべく頑張っていき

たいと思っております。 

 なお、やはり今泉議員おっしゃった法讃寺通

りも大変だと思いますが、全市的に機械除雪し

てるところはいわゆる間口除雪ということで、

本当に苦労されているお年寄りだけの世帯です

と、とても自分でできない、こういう方が非常

に多い状況でございまして、以前から議会のほ

うからもご提言いただきましたけども、行政の

ほうで除雪作業と一緒にやれというような要望

を何度もいただきましたけども、先ほど申し上

げましたように、長井市の場合は350キロメー

トルを超える除雪路線があり、しかも、建設業

者もオペレーターが代替わりして、そして、重

機等が足りないと。ですから、今は建設会社だ

けじゃなくて、機械を持っている方にも個別に

お願いして契約をさせていただきながら、除雪

のお願いをしているという状況でございます。

そんなことから、今年で３年目になりますけれ

ど、豊田地区のほうではコミュニティセンター

を中心に、致芳地区も一昨年からコミュニティ

センターを中心に、地域の皆様でご協力いただ

ける方を募って、それを組織化して、除雪機な

どは市で用意して、そして、間口除雪を依頼さ

れる方からも若干いただいて、あと、そういっ

たオペレーター、作業を受けてもらった方には

有償ボランティアみたいな形で進めております。

こういったことをしていかなきゃいけないんじ

ゃないのかなと、一つの実験でございますけど、

今後そんなことで市民の皆さんの要望に応える

べく、様々な方法で検討してまいりたいと思い

ます。 

○浅野敏明議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 私のほうには、ジェンダー平

等の視点から小中学校へのトイレにも生理用品

の配置をというご提言をいただきましたので、

お答えさせていただきます。 

 まず、このことで学校として一番大切にして

いかなければならないのは、ジェンダー平等の

視点から生理という男女の違いを窓口に、ジェ

ンダー平等の心を子供たちに伝え、芽生えさせ、

広めていくことだと考えます。その視点から現
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在の学校の受け止め方、それから、取組につい

ても含めてお答えいたします。 

 トイレに生理用品を設置するに当たっては、

次のことを大切にしていかなければならないと

考えます。それは生理が特別なことではないこ

と、いつでも当たり前のように遠慮なく相談し

ていいことと、これらを全ての児童生徒に理解

させることです。それには子供たちはもとより、

職員、保護者の理解を得て進めることが不可欠

だと思っております。 

 令和４年度の長井市学校教育の柱に、自他の

違いを認め合い、共によりよい社会をつくって

いくこと、これを掲げています。これはジェン

ダー平等につながる大切な柱ですし、性差のこ

とも含めて、自他を大切にするという視点で、

これまでも長井市では丁寧に取り組んできたと

ころです。 

 各校に生理用品をトイレに常備しておくこと

について尋ねてみました。慎重に進めたいと答

えた学校がほとんどでした。これは、先ほどお

示しした自他を大切にする心を丁寧に育みたい

という姿勢の改めだと受け止めております。生

理については、各学校でその子の体や心、家庭

の状況を受け止めながら、子供たちに対応して

おります。 

 生理用品の配置についてですが、現在は、今

泉議員からもお話あったように、ほとんどの小

中学校で保健室で管理をしております。どの学

校でも、生理について困ったときは保健室や担

任の先生、女性の先生に相談するように話して

おり、対応しているところです。また、家庭的

に困難な状況を抱えている子供に対しては、個

別に声をかけるなどの配慮もしております。 

 議員からご案内のあった取組ですけども、中

学校１校で今年１月よりトイレへの生理用品の

配置をお試しで始めております。理由は、急に

生理になってしまい、教室まで取りに行くのが

大変だったり、汚してしまったりするという生

徒がいるためです。生理用品は１つずつ袋に入

れて、常時５から６個、トイレに設置をしてい

ます。袋には、急なときにお使いください、余

裕があったら中身を入れて戻してねと書いてお

ります。困ったときに助け合うということ心も

大切にして取り組んでいるところです。 

 トイレに設置することに関しては、衛生面や

生徒指導面の管理も含めて、課題がありますの

で、各校の声に耳を傾け、個々の実態に合わせ

た対応を今後とも検討していきたいと思ってい

るところです。 

○浅野敏明議長 14番、今泉春江議員。 

○１４番 今泉春江議員 では、二、三お聞きい

たします。 

 補聴器購入費助成ですけども、調査を始めて

いると、今年は中央地区というようなお話があ

りました。一歩、そのことは前進かなと思いま

す。そのことも踏まえて、どういう状況になる

か、結果を公表していただいて、そして、厚生

労働省や兵庫県のような実態調査とか、ぜひそ

ういうものを使っていただいて、まず、皆さん

が使ってどうだったのかというアンケートやモ

ニタリングというのが一番、やっぱりあったほ

うがいいよねというような要望が多いんであれ

ば、検討すべきではないかなと思います。県内

ではないというお話でしたけども、庄内町で新

年度予算に入れたと、県内では初めてという情

報が来ております。金額は２万円ということで

すけども、大体補聴器補助は１割ぐらい、20万

円か30万円かかったうちの１割ぐらいというの

が全国の事例を見てもほとんどのようですけど

も、ぜひそういうことも参考にしていただいて、

長井市でも県内で先進的な取組をしてほしいと

思います。その調査結果などもいろいろ今後見

させていただきたいと思います。 

 ジェンダー平等でも、市長としても前向きに

取り組むお考えをお聞きいたしました。これは

すぐに解決するものではありませんので、その
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ことに取り組んで少しずつ改善していくという

ことが大事でありますし、また、長井商工会議

所などとも連携して、長井の企業の実態なども

調査していただければ、さらに改善に進むので

はないかなと思いますので、その辺もよろしく

お願いいたします。 

 ジェンダー平等ということで、長井市でも一

つの中学校に生理用品を置くという教育長から

のお話がありました。全国の事例を見ますと、

やはり袋に入れて下げてくださったり、箱があ

ったり、いろいろありますけれども、やはり保

健室にありますといっても、なかなか行けない

という子供さんもいらっしゃるんですね。です

から、今、教育長もおっしゃったように、衛生

面とか様々、いろんな問題はありますけれども、

今回の中学校の様子などもお聞きし、やはりそ

こは進めていただきたいなと思います。 

 県内の議会でも、その要望というのは随分出

ております。今回、山形市でも要望など出てお

りますので、どうなるかは議会の様子を見ない

と分かりませんけども、ぜひ長井市でも取り組

んでいただきたいなと思います。 

 最後に、消雪化についてですけど、市長、今

年のような雪では本当にどこでも大変だという

ことは分かっております。まず、現状を見てほ

しいですね。交通量もありますし、そして、水

路もない。せっかくまめに丁寧に除雪していた

だいても、その雪をまた道路に、２時間もしな

いうちにみんな道路へ出すと。やっぱりこれで

はせっかく除雪していただいても、全然ありが

とうございますというような気持ちにもならず、

いや、またかと、除雪していただいて苦情が出

るんでは、本末転倒というか、おかしいもんで

あって、そこは取りあえず、まず、除雪の仕方

を検討していただきたいなと強く思います。市

長、どういうお考えだか、そこのところだけ答

弁いただきたいと思います。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 今泉議員からただいまございましたように、

なかなか地元に住んでる方でないと分からない

部分というのはもちろんあるかと思いますが、

今シーズンは間もなく終わりまして、最後は排

雪しなきゃいけないと思いますが、やはり雪を

押すところがないんだと思います。したがって、

錠口っていいますかね、間口に入った雪をまた

捨てるところがないので、道路に出さざるを得

ない、そのいたちごっこみたいな状況だという

ことであれば、頻繁に排雪というのは経費的な

ところから見て難しいかもしれませんが、状況

に応じて排雪するように、地区長さん等と通じ

たり、あるいは地区長さん、隣組長さんなどの

状況などを把握しながら適切に来年度以降対応

するように指示しておきますので、よろしくご

理解賜りたいと思います。 

○浅野敏明議長 14番、今泉春江議員。 

○１４番 今泉春江議員 間口除雪ということも

あるんですけども、先ほども質問で申し上げま

したけども、ブルドーザーでかけば当然脇へ雪

は排雪するわけですから、その排雪した雪が、

今、市長がおっしゃったように、捨て場所がな

いと、うちからも出られないと。ですから、最

初からやはり近くに花作川流れておりますので、

その辺へ持ってって排雪していただければ、地

元の方は助かるのではないかなと。だから除雪

の、消雪が難しいということでありますが、消

雪が一番、地元の住民の要望ですけども、その

除雪の仕方ということを申し上げてます。ブル

ドーザーではなくて、何かちょっと排雪すると

……。 

（「・・・・・ので、きれいに排雪・・・・・

毎回毎回同じ質問する」の声あり） 

○１４番 今泉春江議員 なお、引き続き、また

申し上げたいと思いますので、私の質問をこれ

で終わります。よろしくお願いいたします。 

○浅野敏明議長 次に、個人質問を行います。 


